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第３章 立地適正化計画に関する基本的な方針 

１．立地適正化計画の基本方針 

本計画は、豊橋市都市計画マスタープランで掲げている目標像や将来都市構造と同一の方向

を目指し、豊橋市都市交通計画 2016-2025 との連携を図りながら、具体的な取組みを実行・

実現していくための計画であることから、これら計画における考え方を踏襲し、本計画におけ

るまちづくりの方針及び目指すべき都市構造を以下のように定めます。 

（１）まちづくりの方針 

図 立地適正化計画におけるまちづくりの方針 

１）高度で広域的な都市機能が集積し、にぎわいと活気に満ちた拠点の形成を図ります。 

２）日常生活に必要な店舗や病院、銀行などの都市機能（生活機能）が集積した拠点の形

成を図ります。 

３）市街化調整区域の集落を維持するために、集落と公共交通の結節点である拠点の形成

を図ります。 

４）これら拠点や主要な都市施設を結ぶ高度なサービス水準が確保された公共交通幹線軸

の形成を図ります。 

５）既存ストック（整った都市基盤）を有効活用しながら、安全・安心な暮らしや地域コ

ミュニティを持続的に確保するために、一定程度以上の人口密度を確保します。
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（２）目指すべき都市構造 

都市全体の観点から、まちづくりの方針などを踏まえ、本市が目指す集約型都市構造の実

現に向け、「拠点」及び「公共交通幹線軸」を都市構造として定めます。 

■拠点の形成 

○ 豊橋駅周辺では、鉄道や路面電車、路線バスなどの利便性の高い公共交通が集中し

ていることから、商業施設及び行政機関、総合病院、金融機関、文化施設など高度な

都市機能が集積した「都市拠点」の形成を図ります。 

○ 南栄駅周辺、二川駅周辺、井原停留場周辺、藤沢町周辺においては、市街地内の生

活圏の中心となる「地域拠点」の形成を図ります。 

○ 大清水駅周辺、和田辻周辺などにおいては、豊橋市都市計画マスタープランの整備

方針に基づき、市街化調整区域の生活圏の中心となる「地域拠点」の形成を図ります。 

■公共交通幹線軸の形成 

公共交通幹線軸は、以下の公共交通

機関の組み合わせにより形成を図り

ます。 

○ 高いサービス水準と速達性、定

時性を持つ利便性の高い広域幹

線となるＪＲ東海道本線・飯田線、

名鉄名古屋本線及び豊橋鉄道渥

美線 

○ 豊橋駅を中心に放射状に配置

され、市内の都市拠点と地域拠点

の移動に対応する路面電車や主

要なバス路線 

図 目指すべき都市構造
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２．都市機能及び居住の誘導方針 

●都市機能の誘導方針 

本市の人口の将来見通しや本市の抱える課題を踏まえつつ、先に定めたまちづくりの方針を

具体化するため、本市の都市拠点においては、定住促進や市外転出抑制につながる雇用の場の

充実を図るとともに、にぎわいや活気の創出につながる高次な都市機能の集積を高めます。 

また、公共交通の結節点でもある地域拠点においては、地域の生活中心地として日常生活に

必要な都市機能の集積を高めていきます。 

当該方針に基づき、市街化区域内に都市機能誘導区域を定めます。 

●居住の誘導方針 

都市機能集積の効果を活かしながら、確実に生活サービスを提供するとともに、将来にわた

り都市機能を維持できるように、災害危険性の高い区域を除き、公共交通と連携しながら中長

期的に居住の誘導を図るものとします。 

当該方針に基づき、市街化区域内に居住誘導区域を定めます。 

■市街化調整区域における集落維持のための対応 

都市計画マスタープランに定めた「地域拠点」のうち、市街化調整区域に位置する大清水駅

周辺ならびに和田辻周辺については、市街化調整区域における日常生活を支える機能の集積を

高めていくような施策を進めます。 

また、居住の誘導を図るべき市街化区域以外にも多くの集落が点在し、多くの人が暮らしな

がら本市産業の柱である農業を支えていることから、各種施策を連携することで世代間バラン

スを確保し、地域のコミュニティが将来にわたって維持できるようにしなければなりません。 

そのためには、既存集落においても、点在する集落をできるだけ集約化して現在の生活利便

性を今後も維持していくために、「コンパクトコミュニティ」のまちづくりを進める必要があ

ります。 

誘導の効果 

これにより、中心市街地のにぎわい創出や、各拠点における都市機能の集積を支えるために

必要な人口密度を、将来にわたり維持・向上することができるとともに、都市拠点と地域拠

点を結ぶ公共交通幹線軸の維持や、将来にわたり住み続けることができる安心・安全で安定

した暮らしの確保が可能になると考えられます。 



24 


